

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① 張家口より水母宮 ② 大同
③ 水郷済南 ④ 徐州迎春橋
⑤ 青島小港 ⑥ 絵葉書の裏面
29　 　版画家永瀬義郎の従軍軌跡
経
路
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
る
。
落
款
に
年
月
が
明
記
さ
れ
た
四
枚
の
図
版
（
②
〜
⑤
）
は
い
ず
れ
も
「
昭
和
十
四
年
六
月
」
と
記
し
、
『
放
浪
貴
族
』
に
お
け
る
従
軍
回
顧
の
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
よ
り
一
年
遅
れ
、
恩
地
孝
四
郎
の
年
譜
や
飯
野
（
二
〇
〇
五
）
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
永
瀬
は
「
ま
だ
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
は
起
き
て
い
な
い
頃
」
と
具
体
的
に
回
顧
し
て
い
る
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
は
一
九
三
九
年
に
起
こ
っ
た
の
で
、
永
瀬
は
そ
れ
を
根
拠
に
一
九
三
八
年
と
思
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
合
理
的
に
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
と
は
一
九
三
九
年
五
〜
九
月
に
中
国
東
北
部
（
当
時
満
州
国
）
と
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
国
境
地
帯
で
日
本
軍
と
ソ
ビ
エ
ト
軍
と
の
間
で
起
こ
っ
た
軍
事
衝
突
の
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
永
瀬
が
北
京
↓
蒙
彊
↓
山
西
↓
山
東
の
順
で
移
動
し
た
と
し
た
ら
、
蒙
彊
近
く
に
入
っ
た
の
は
四
月
頃
、
つ
ま
り
事
件
の
直
前
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
は
起
き
て
い
な
い
こ
ろ
」
と
い
う
永
瀬
の
記
憶
と
も
矛
盾
は
し
な
い
。
た
だ
し
、
戦
闘
が
始
ま
る
一
か
月
前
に
蒙
彊
地
域
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
、
永
瀬
が
ど
こ
ま
で
行
き
、
そ
こ
に
画
家
が
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
は
た
し
て
可
能
な
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。
永
瀬
の
回
顧
の
末
尾
に
「
青
島
に
も
行
っ
た
」
と
言
っ
た
こ
と
か
ら
青
島
は
最
初
の
訪
問
目
的
地
と
い
う
よ
り
北
京
や
蒙
彊
の
近
く
を
め
ぐ
っ
た
の
ち
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
読
み
取
れ
る
。
具
体
的
な
記
録
が
な
け
れ
ば
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
永
瀬
は
、
一
九
三
九
年
四
月
頃
天
津
、
北
京
か
ら
張
家
口
、
蒙
彊
地
域
に
入
り
、
の
ち
に
山
西
省
の
大
同
に
ま
わ
り
、
五
月
つ
ま
り
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
起
こ
っ
た
頃
に
は
山
東
省
の
済
南
、
江
蘇
省
の
徐
州
へ
と
南
下
し
、
そ
し
て
山
東
省
東
部
海
岸
の
青
島
に
立
ち
寄
っ
た
の
ち
帰
途
に
つ
き
、
六
月
に
は
日
本
に
も
ど
り
、
一
か
月
以
内
に
旅
行
中
の
ス
ケ
ッ
チ
に
基
づ
い
て
水
彩
や
淡
彩
画
を
描
い
て
提
出
す
る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
動
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
発
見
さ
れ
た
五
枚
の
図
版
の
地
理
的
位
置
は
図
⑦
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
発
見
さ
れ
た
図
版
の
内
容
は
永
瀬
の
回
顧
通
り
中
国
各
地
方
の
田
園
風
景
で
あ
る
。
多
く
の
従
軍
画
家
が
描
い
た
風
景
に
は
兵
30
士
の
姿
や
日
章
旗
な
ど
が
点
景
と
し
て
描
か
れ
、
時
代
背
景
と
も
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
も
解
釈
さ
れ
る
要
素
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
発
見
さ
れ
た
図
版
を
見
る
限
り
、
永
瀬
の
従
軍
風
景
画
に
は
こ
の
よ
う
な
点
景
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
「
戦
争
の
絵
は
描
か
な
い
、
描
き
た
く
な
い
」
と
い
う
彼
な
り
の
意
志
表
示
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
四
．
結
び
　
従
軍
中
の
永
瀬
は
、
風
景
画
し
か
描
い
て
い
な
い
と
は
言
っ
て
も
、
決
し
て
美
し
い
風
景
ば
か
り
見
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
従
軍
画
家
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
従
軍
慰
問
の
性
格
に
つ
い
て
、
各
地
で
目
に
し
た
従
軍
慰
安
婦
の
境
遇
に
触
れ
な
が
ら
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
懐
し
た
。
　
「
大
陸
に
送
り
込
ま
れ
た
慰
問
団
は
、
い
わ
ゆ
る
占
⑦ 永瀬の従軍地点
31　 　版画家永瀬義郎の従軍軌跡
領
・
宣
撫
の
文
化
工
作
部
隊
だ
。
揚
句
は
戦
地
の
兵
隊
を
慰
め
る
特
別
な
女
性
を
や
っ
た
り
し
て
ね
。
慰
安
婦
な
ど
と
い
う
呼
び
方
を
し
て
い
た
。
お
国
の
た
め
と
は
言
い
な
が
ら
、
彼
女
た
ち
が
一
番
惨
め
な
運
命
を
た
ど
っ
た
に
違
い
な
い
ん
だ
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
無
事
日
本
に
帰
っ
て
こ
れ
た
か
ど
う
か
。
可
哀
相
な
も
ん
さ
。
戦
争
と
い
う
や
つ
は
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
ろ
く
な
こ
と
は
な
い
」
（
永
瀬
一
九
七
七
：
二
一
〇
頁
）
　
そ
の
こ
と
ば
に
は
不
幸
な
戦
争
時
代
を
生
き
た
従
軍
画
家
永
瀬
義
郎
の
深
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
　
最
後
に
、
日
中
・
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
従
軍
画
家
の
歴
史
に
は
、
そ
の
人
数
、
経
路
、
地
域
と
絵
画
図
版
を
含
む
実
態
の
解
明
が
重
要
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
一
人
ひ
と
り
の
従
軍
画
家
の
足
跡
を
辿
り
、
そ
の
作
品
図
版
を
発
見
し
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
軍
画
家
の
歴
史
に
包
ま
れ
る
謎
が
少
し
ず
つ
解
け
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。
参
照
文
献
飯
野
正
仁　
二
〇
〇
五　
「
戦
争
に
征
っ
た
画
家
た
ち
」『
あ
い
だ
』（
一
一
六
〜
一
一
九
号
）「
あ
い
だ
」
の
会
小
田
急
百
貨
店
編　
一
九
七
五　
『
日
本
版
画
史
を
生
き
る
永
瀬
義
郎
の
す
べ
て
展
』
大
塚
巧
藝
社
永
瀬
義
郎　
一
九
七
四　
『
日
本
近
代
版
画
六
〇
年
の
歩
み
永
瀬
義
郎
自
選
版
画
集
』
永
瀬
義
郎
版
画
出
版
委
員
会
永
瀬
義
郎　
一
九
七
七　
『
放
浪
貴
族
』
国
際P
H
P
研
究
所
藤
崎
綾　
二
〇
〇
五　
「
南
薫
造
『
従
軍
日
記
』」
『
広
島
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
彭
国
躍　
二
〇
一
三　
「
南
薫
造
『
従
軍
日
記
』
の
図
版
検
証
│
戦
前
絵
葉
書
の
美
術
史
拾
遺
」『
神
奈
川
大
学
評
論
』（
七
四
）
彭
国
躍　
二
〇
一
三　
「
従
軍
画
家
瀬
野
覚
蔵
と
そ
の
戦
地
記
録
画
│
戦
前
絵
葉
書
に
よ
る
美
術
史
拾
遺
」『
人
文
学
研
究
所
報
』（
五
〇
）
神
奈
川
大
学
人
文
学
研
究
所
彭
国
躍　
二
〇
一
四　
「
従
軍
画
家
た
ち
が
描
い
た
戦
時
中
の
上
海
│
軍
事
郵
便
絵
葉
書
に
よ
る
図
版
検
証
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
四
年
二
月
一
五
日
）『
東
ア
ジ
ア
の
租
32
界
・
居
留
地
と
メ
デ
ィ
ア
』
神
奈
川
大
学
非
文
字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
三
木
哲
夫
編　
一
九
九
四　
「（
恩
地
孝
四
郎
）
年
譜
」『
恩
地
孝
四
郎
色
と
形
の
詩
人
』（
横
浜
美
術
館
、
宮
城
県
美
術
館
、
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
編
）
読
売
新
聞
社
